


過程4 :スルファニル酸から染料へ





使用薬品


α-ナフトール7.2 g


スルファニン酸8.4 g


亜硝酸ナトリウム3.5 g


濃塩酸15cc


水酸化ナトリウム2.5 g


無水炭酸ナトリウム16 g


塩化ナトリウム50 g





［化学反応式］




















［手順］


スルファニル酸8.4 g、炭酸ナトリウム3 gをビーカーにとり、水100ccを加えて溶かす。


②　濃硫酸15ccを加え、氷のかけらを入れ、10°Cに冷やす。


③　別に亜硝酸ナトリウム3.5 gを水20〜30°Cに溶かし、②の溶液によくかきまぜながら、加える。この際、沈殿ができるが、かまわずよくかきまぜる。


別のビーカーにα-ナフトール7.2 g、水酸化ナトリウム2.5g、炭酸ナトリウム13 gをとり、水 100ccを加えて溶かし、氷のかけらを入れて、10°Cまで冷やす。


⑤　④に③を加えて、よくかきまぜる。


⑥　⑤を80°Cに温めて食塩50 gほどを少しずつ加える。このとき、染料はコロイド溶液のため塩析され、沈殿する。


液が冷えたら｢ろ過｣し、乾燥させ、粉末にする。


（※α-ナフトールをβ-ナフトールに変えても手順、必要な物質量は同じ。）





［結果］


αナフトールから得られたオレンジI : 33.285 g


βナフトールから得られたオレンジII : 45.124 g


(実験中に加わった水分や、食塩を含んでいるためか、理論値を越える数字となってしまった)
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